
第２学年 学級活動 指導案 

指導者   山梨市立山梨南中学校 古屋秀輝 

 

１．題材 「学園祭に向けたクラスの取組を考えて決めよう」 

      活動内容（１）学級や学校の生活づくり 

          （ウ）学校における多様な集団の生活の向上 

 

２．題材について 

 （１）生徒の実態 

     男子 15 名（含特支 1 名 KK），女子 14 名（含特支 1 名 MK），計 29 名のクラスである。夏休

みの終わりをもって女子 1 名が転出となり，この人数となった。1 学期の終業式後の学活で，こ

の生徒に対して写真や寄せ書きを渡したり応援をしたりして，とてもいい別れ方をすることがで

きた。普段はおとなしい生徒が多く，日頃のあいさつや授業の反応などはある程度決まった特定

の生徒に任せてしまっているように感じられる。そのことを課題だと気付いている生徒もいるが，

改善させるための行動に移すことができていない。一方で，給食の準備を早くすることができる

ようになり，それが習慣となってきている。頑張ることや早いことはいいことだという価値観を

持つ生徒が増えてきて，片付けもしっかりとするようになり，昼休みを有意義に過ごすようにな

った。 

     男子 KK は，体は大きいが内面は幼くて，能力が低いのにいろいろやりたがる生徒である。仲

間に対しても乱暴な言葉を使ったり手を出してしまったりしたことが時々あり，今年度は授業中

に先生に対して失礼な態度をとってしまい指導を受けたことがあった。同じ小学校出身の生徒や

同じ部活動の生徒と一緒に活動しサポートするようにしている。 

     女子 MK は，とても静かで真面目で優しい生徒であるが，困った事が少しでもあると涙をボ

ロボロ流して泣いてしまう。コミュニケーションを取るのが苦手で，さらにこれまで仲が良かっ

た生徒と話題がずれてしまったことで会話がさらに減り，孤立していると感じる気持ちが強くな

り，欠席が増えてしまっている。特別支援学級の担任や支援スタッフに関わってもらう機会を増

やすことで，表情がだいぶ柔らかくなってきた。 

 （２）題材設定の理由 

     1年間でクラスが団結する最大のチャンスである学園祭を「学校生活の延長である」ととらえ，

目標と目的を区別して，自分の持つ力をクラスに貢献しようとすることで毎日の学校生活を充実

させようとする気持ちを育みたい。また，転出した生徒も含めて 30 人を全員と考える優しさや，

苦しい思いをしている仲間に手を差し伸べることのできる温かい気持ちでクラスを支えてほし

い。そのような心を持つ生徒がさらに増えることを期待して，本題材を設定した。 

 

３．題材の評価規準 

感心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 

自分の意見を伝え，よりよい取

組を設定しようとしている。 

他者の意見を聞き，折り合いを

つけながら，ねらいに沿った取

組を設定しようと考えること

ができる。 

クラスの現状を踏まえて，適切

な取組を考えることができる。 



４．題材のねらい 

  ・自分の意見を他者に伝え，他者の意見を聞き，折り合いをつけて取組を決めることができる。 

  ・全員で決めた取組を実行するために，自分にできることを精一杯頑張ろうとする気持ちを高める。 

 

５．事前の活動 

  ・4 月から，教科係や委員会，校内陸上記録会の種目などを決める時には「全員で（欠席している仲

間のことも考えて）」「話し合いで」決めることを徹底してきた。学園祭で所属する実行委員会もこ

れまでと同様に，ますは第 1 希望を聞き，それからは話し合いで決めた。 

  ・給食の準備を早くすることにこだわり，自分たちで時間を生み出すようにしてきた。 

  ・全校で学園祭に向けた決起集会を行い，「NEXUS ～十人十色の翼を持って～」をスローガンに，

全校で一体となって日常生活を大切にしたり学園祭を成功させたりする決意を固めた。 

  ・1 学期でのクラスの良いところと悪いところをアンケートで答えた。 

  

６．本時の学習 

 （１）日時 平成 30 年 8 月 29 日（水）14:00～14:50 

 （２）場所 山梨市立山梨南中学校 2 年 4 組教室 

 （３）展開 

 学習活動 指導上の留意点 評価方法など 

導入 

10 分 

 

 

 

１．「今日のめあて」を提示する。 

 

 

 

２．友輝祭の目標と学級目標を再確

認し，ワークシートを配布してク

ラスの良いところと悪いところ

をまとめたものを確認する。 

学園祭は日常生活の延長であるこ

とを確認する。 

これまでのクラスの写真を見せ，頑

張ってきたことを振り返らせる。 

目標と目的を区別して考えること

を確認する。 

 

展開 

10 分 

 

３．ワークシートを利用して，クラ

スの悪いところを改善させる取

組を個人で考える。 

罰を与えるようなものは避けるよ

うにさせる。 

知・理（観察・

ワ ー ク シ ー

ト） 

25 分 

 

４．個人で考えた取組を班で発表し

あい，良いと思ったものを用紙に

記入して机に並べる。 

 

５．班長を中心に折り合いをつけて

話し合い，出した意見をひとつに

絞っていく。 

進行係を班長に，記録係を副班長に

それぞれ任せる。 

他人の意見は否定せず，配慮した言

葉を使うようにする。 

「ピラミッドチャート」を使う。 

 

 

 

 

 

 

 

関・意・態 

（観察） 

 

 

思・判 

（観察） 

 

今日のめあて 

友輝祭に向けたクラスの

取組を考えて決めよう 

折り合いの視点 

①目標や目的とのつながりがある 

②仲間とのつながりがある 

③今後の学校生活に生かせる 



まとめ 

5 分 

 

６．各班で絞った取組を発表し，全

体で共有する。 

７．今後これらの取組を振り返る時

間をとることを確認する。 

 関・意・態 

（観察） 

 

 

７．参考資料 

  『中学校 言語活動ハンドブック』 山梨県教育委員会 

 

８．ワークシート 

    



 

９．当日の様子 

  

  



１０．その後の研究会で出た意見 

○事前の指導案検討で出された意見が反映され，ワークシートや授業の展開が生徒の実態によりあって

いるものとなっていた。頑張ったことを思い出すことができたので，気持ちを開放して授業に臨めて

いた。 

○普段はとてもおとなしいクラスだが，ほとんどの生徒が意欲的に意見を出したり話合い活動に参加し

ていたりした。 

○「折り合い」をつけて意見をまとめるときの進め方が，ひとつひとつ順に進めていったのでよかった。 

○補助的な指示が効果的だった。ぼんやりとイメージが湧いているが取組が書けない生徒にとって「具

体的な取組を書こう。例えば・・・」といった指示があったおかげで書けるようになった生徒がいた

り，「否定的な反応をしない」と伝えただけで生徒の表情が柔らかくなりより活発な話合い活動にな

っていた。 

○特別支援の生徒を生徒同士で支えあおうとする言動が見られた。普段の指導の成果であると感じた。 

△「折り合い」の視点をもう少し変えたらよかったのではないか。「評価しやすい」や「振り返りやす

い」といった視点があってもよかったのではないか。 

△話合いを進める班長のスキルアップが必要であった。話合いを進めるシステムや形を提示しておくほ

うがよかった。 

△「折り合い」をつけて意見を絞っていく段階で，なぜその意見を上げるかの理由をつけて説明するよ

うにさせたかった。 

△重点的に取り組みたいことを前もって指定しておけば，意見が散らかることがなかった。 

 

１１．その後の生徒の様子 

・授業を終えた生徒の感想に，「楽しかった」や「みんなで考えた約束を守りたい」などといったもの

があった。 

・朝の会や帰りの会の時間が短くなってしまい，それぞれの取り組みに対して確認したり振り返ったり

する時間が足りなかった。 

・話し合いをしてから掲示物を作るまでに日数がかかってしまい，間延びしてしまった感があった。 

 

・『班でその日の発言･反応の目標を立てて，1 日どうだったのかを振り返る』は，目標を立てて振り返

れる日もあったが，できない日もあった。 

・『忘れ物のグラフを作って班ごとに集計して記入する』は，学園祭直前の 1 週間の様子のみをまとめ

ることしかできなかった。差が目に見えるようになって，お互いに声をかけるような姿が見られた。 

・『わかるなら積極的に発言する・わからなければわかる人に聞くなどする』は，意欲がある生徒とそ

うでない生徒の差が大きくなってしまった。 

・『あいさつを誰が一番早く言えるか選手権』は，早く言おうとする生徒がいなくて該当者なしとして

から，意欲が見られなくなった。 

・『自分からいろいろな人に話しかける・中間のいいところに目を向ける』は，取り組みの最中に「学

園祭が終わったらメッセージカードを送り合うから，中間のいいところをたくさん見つけておくよう

に」と伝えておき，直後の道徳を 2 時使ってメッセージカードを送りあった。「自分では気付かなか

った所が書かれていてびっくりした」といった感想から「クラスの人の良い所をたくさん見つけるこ

とができた」「いろんな人に伝えられて良かった」「しっかり保管しておきます」といった感想まで，

様々だった。普段目立たないけれどちゃんと仕事をしている生徒が中間から認められる良い機会とな



った。 

・『朝の会の前に全員で声出しをする』は，朝の会の前に学年合唱の練習をしているので，そのままの

ペースであいさつをしようと決め直した。 

 

・学園祭当日では，長縄跳びで上位には入らなかったがこれまでの記録を更新できて，悔しさもあった

がとても満足そうであった。（52 回）自信があったムカデ競争では学年で 2 位，全校で 4 位に入賞し，

人橋渡りでは学年 1 位になり，ニコニコしながらガッツポーズをして喜ぶ生徒の姿が見られ，これま

でに見られなかった開放された感情の表現をしていた。翌日の合唱では，前日の体育の部で声を出し

すぎてしまい思うように声が出ない中だったが，全員がとても一生懸命になって歌っていた。入賞は

できなかったが，取り組み期間中は指摘に対して素直に受け入れてすぐに改善させようとしていて，

中間発表会からの上達が見られた。学年合唱がとても上手で，歌っている自分たちでも大きな充実感

を味わっていたようだった。フロンティアヴォイスの方に褒めていただいていたというエピソードが

とても嬉しかったようだ。 


